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写
真
。
ワ
イ
ン
大
学
は
、

校
友
会
が
活
動
の
普
及
と
交

流
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ー
ジ

ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
解
禁
日
の

翌
日
に
実
施
し
て
お
り
、
今

年
で
15
回
目
。

　
在
学
生
42
人
の
ほ

か
、
大
学
関
係
者
、

育
友
・
校
友
ら
総
勢

約
１
０
０
人
が
参
加

す
る
盛
大
な
パ
ー
テ

ィ
ー
と
な
っ
た
。

　
ソ
ム
リ
エ
で
あ
る

講
師
の
江
畑
進
一
氏

が
ワ
イ
ン
の
基
礎
か

ら
分
か
り
や
す
く
講

義
。
参
加
者
は
解
説

を
聞
き
な
が
ら
、
厳

選
さ
れ
た
ワ
イ
ン
を

実
際
に
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
つ
つ
食
事
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を

楽
し
ん
だ
。

　
落
語
家
の
桂
小
文
治
師
匠

（
昭
55
商
）
が
、
青
森
県
文

化
の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る

「
青
森
県
文
化
賞
」
を
受
賞
。

11
月
８
日
に
青
森
市
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た

写
真
。

　
八
戸
市
出
身
の
小
文
治
師

匠
は
、
２
０
０
８
年
に
第
63

回
文
化
庁
芸
術
祭
の
大
衆
芸

能
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
、

２
０
２
０
年
か
ら
公
益
社
団

法
人
落
語
芸
術
協
会
の
理
事

を
務
め
る
な
ど
、
落
語
の
普

及
活
動
へ
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
日
本
有
数
の
茶
ど
こ
ろ
と
し
て
知

ら
れ
る
埼
玉
県
狭
山
市
の
か
じ
取
り

を
担
う
。
２
０
１
５
年
に
初
当
選

し
、
現
在
３
期
目
。
行
動
と
結
果
に

こ
だ
わ
り
、「
市
民
が
実
感
で
き
る

市
政
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
狭
山
市
は
東
京
都
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
た
が
、
１
９
９
０

年
代
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
に
転

じ
た
。「
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
し
た

い
」
。市
長
に
就
任
し
た
小
谷
野
さ
ん

は
産
業
振
興
と
子
育
て
支
援
に
力
を

注
い
だ
。
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
補
助
金
に
頼

ら
な
い
伴
走
型
の
経
営
支
援
を
推

進
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
企
業

の
創
出
を
目
指
す
。
子
育
て
分
野
で

は
、
若
い
世
代
の
移
住
定
住
促
進
や

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な
ど
を

次
々
と
実
施
。「
共
働
き
で
子
育
て
し

や
す
い
街
」
と
し
て
21
年
度
か
ら
転

入
者
が
急
増
。「
約
30
年
ぶ
り
と
な
る

大
幅
な
社
会
増
を
実
現
し
た
」
と
達

成
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

　
大
学
卒
業
後
、
田
村
秀
昭
参
議
院

議
員（
当
時
）の
も
と
で
公
設
秘
書
を

務
め
た
。「
７
年
間
の
修
業
時
代
が

な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
な
い
」。住
み

込
み
で
働
き
な
が
ら
、
人
と
し
て
、

政
治
家
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
学

ん
だ
。「
24
時
間
３
６
５

日
、
日
本
の
こ
と
を
考

え
る
」
と
い
う
教
え
は
、

政
治
の
道
を
歩
む
う
え

で
の
信
条
と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生

時
も
、
そ
の
信
条
に
基

づ
き
す
ぐ
に
行
動
を
起

こ
し
た
。
当
時
、
市
議

会
副
議
長
だ
っ
た
小
谷

野
さ
ん
は
、
必
要
な
物
資
が
届
か

ず
、
寝
る
場
所
も
ま
ま
な
ら
な
い
被

災
地
の
窮
状
を
知
る
と
、
被
災
者
の

受
け
入
れ
に
向
け
て
奔
走
。
市
の
幹

部
に
直
談
判
し
て
ま
わ
っ
た
。
最
終

的
に
、
目
標
の
５
倍
に
あ
た
る
１
０

０
世
帯（
５
０
０
人
）を
市
で
受
け
入

れ
る
こ
と
が
決
定
。「『
行
動
し
て
実

現
さ
せ
る
』。
こ
れ
が
政
治
の
力
」
と

言
葉
に
熱
を
込
め
る
。

尽
き
な
い
情
熱
と
行
動
力
で
市
政
を
け
ん
引

埼玉県狭山市長 小
こ

谷
や

野
の

 剛
つ よ し

さん（平７法）

赤の女王と生きた化石

　皆さんは「赤の女王仮説」を知っています

か？　生物の進化の仕組みを説明する一つの

仮説です。「赤の女王」は、『鏡の国のアリ

ス』の登場人物です。アリスは赤の女王から

「その場に留まっていたければ全力で駆け続

けなければならない」という鏡の国の不思議

な性質を説明されます。

　生物の進化においても「種として存続し続

けるには周りの環境の変化に合わせて進化し

続けなければならない」のが原則です。進化

できないものは淘汰されてしまうということ

ですね。

　私は、この赤の女王仮説は人の生き方にも

当てはまると感じています。この現代は、特

に科学技術の発展を基にした新しいテクノロ

ジーや価値観が次々と現れては消えていきま

す。そんな環境の変化に合わせて自分自身も

アップデートし続けなければ、時代に取り残

されてしまい

そうです。な

かなか大変な

時代です。

　一方で、進化を語るうえでまれに「生きた

化石」と呼ばれるものもいます。彼らは周り

の環境の変化が少なかったのか、進化せずに

恐竜時代から生き延びています。こちらも人

の生き方に当てはめると、良く言うと周りに

影響されない「我が道を行く人」、悪く言う

と「凝り固まった人」でしょうか。

　皆さんには大学生活でさまざまなアップデ

ート（進化）をし続けて時代の最先端に食ら

いついて、化石のようにはならないでほしい

なと思います。ただ一方で、私は生きた化石

のような我が道を行く人生への憧れも残り続

けています。

 （学生部委員・前川修吾）

　
国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ

人
文
社
会
科
学
大
学
（
Ｕ
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
ヴ
ォ
・
ミ
ン
・
ヴ

日
本
研
究
学
科
長
ら
３
人
が

11
月
13
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
、
佐
々
木
重
人
学

長
ら
と
懇
談
し
た
。

　
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
同
国
を
代
表

す
る
人
文
社
会
科
学
系
の
大

学
で
、
本
学
と
は
１
９
９
７

年
に
協
定
を
締
結
。
協
定
締

結
以
来
、
本
学
で
は
50
人
を

超
え
る
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
ま
た
、
石
巻
専
修
大
学

を
交
え
た
３
大
学
合
同
ゼ
ミ

の
開
催
な
ど
、
学
生
や
教
員

に
よ
る
活
発
な
相
互
交
流
・

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
２
年
に
特
別
聴
講

生
と
し
て
文
学
研
究
科
に
在

籍
す
る
な
ど
、
本
学
と
ゆ
か

り
の
深
い
ヴ
学
科
長
は
、「
ベ

ト
ナ
ム
で
は
日
本
や
日
本
語

研
究
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
。
大
学
院
生
の
育
成
が

重
要
で
あ
り
、
学
び
の
場
と

し
て
専
修
大
学
と
の
交
流
促

進
を
望
む
」と
希
望
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
、「
今
後
、

学
部
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
が
進
む
こ
と
で
、
よ
り

強
固
な
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
両
学
の
関
係

強
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
専
修
大
学
附
属
高
校
、
専

修
大
学
松
戸
高
校
、
専
修
大

学
北
上
高
校
の
生
徒
64
人
が

参
加
し
た
公
開
模
擬
裁
判

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
主
催
、
東
京
弁
護
士
会

協
力
）
が
11
月
４
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法

廷
教
室
で
開
催
さ
れ
た

写
真
。
法
廷
教
室
を

使
用
し
て
の
開
催
は
、

２
０
１
９
年
度
以
来
。

　
裁
判
官
、
検
察
官
、

弁
護
人
役
を
附
属
高
校

と
松
戸
高
校
生
徒
が
、

そ
し
て
北
上
高
校
の
生

徒
が
刑
務
官
と
廷
吏
役

を
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ

本
職
の
弁
護
士
か
ら
指

導
を
受
け
つ
つ
、
窃
盗

未
遂
罪
の
審
判
を
行
っ

た
。
白
熱
し
た
審
理
の

結
果
、裁
判
官
、裁
判
員

（
審
理
を
傍
聴
し
た
生

徒
）
と
も
無
罪
の
評
決

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

ワ
イ
ン
大
学
開
催

　
11
月
17
日
、
４
年
ぶ
り
に

校
友
会
ワ
イ
ン
大
学
が
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

支
援
す
る
会
が

 

多
額
寄
付

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も

「
専
修
大
学
を
支
援
す
る

会
」
が
、
12
月
７
日
に
東
京

都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催

　
母
子
家
庭
で
育
ち
、「
頑
張
っ
て
い

る
人
が
報
わ
れ
る
社
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
政
治
家
を
志
し
た
。
奨
学
金

と
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費
や
学
費
を

ま
か
な
い
な
が
ら
専
大
に
通
い
、
石

川
一
雄
ゼ
ミ
で
政
治
学
や
国
際
関
係

論
を
修
め
た
。「
政
治
家
に
な
り
た
い

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
静
か
に
背
中
を

押
し
て
く
だ
さ
り
、
励
み
に
な
っ

た
」
と
恩
師
と
の
思
い
出
を
懐
か
し

む
。
専
大
で
学
ぶ
後
輩
た
ち
に
は
、

社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄

せ
、「
貴
重
な
大
学
４
年
間
を
無
駄
に

し
な
い
で
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
座
右
の
銘
は「
一
源
三
流
」。
家
の

た
め
に
汗
を
流
し
、
友
の
た
め
に
涙

を
流
し
、
国
の
た
め
に
血
を
流
す
と

い
う
意
味
だ
。
全
身
全
霊
を
か
け
て

職
務
に
励
み
た
い
と
誓
い
、
そ
の
情

熱
と
行
動
力
は
決
し
て
尽
き
る
こ
と

は
な
い
。

に
至
っ
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
難
し
い
」

「
と
て
も
頭
を
使
う
」「
証
拠

が
大
切
だ
と
思
っ
た
」「
中
立

な
立
場
で
裁
判
を
進
め
る
裁

判
官
の
役
割
は
大
き
い
と
感

じ
た
」「
法
曹
に
な
る
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

桂小文治師匠に

青森県文化賞

公
開
模
擬
裁
判

付
属
３
校
の
生
徒
が
参
加

ハノイ人文社会科学大学

佐々木学長（右から２人目）、ヴ学科長（同３人目）と関係者

学科長が佐々木学長と懇談

　
12
月
か
ら
、
小
田
急
線
向
ケ
丘

遊
園
駅
北
口
に
、
専
修
大
学
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ

た

写
真
。
小
田
急
線
で
大
学
に

よ
る
設
置
は
初
。

　
従
来
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な

ど
で
本
学
の
情
報
を
発
信
し
て
き

た
が
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に

よ
っ
て
、
写
真
や
動
画
配
信
も
可

能
と
な
る
。
本
学
の
取
り
組
み
を

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
す
る

場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

小田急線向ケ丘遊園駅に
デジタルサイネージ設置

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

専修大学
募 金 局

皆さまのご支援・ご協力を
お願いいたします。

詳細はこちら ▷

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金 選

　
挙
　
結
　
果

▽
神
奈
川
県
海
老
名
市
長
選

挙
（
11
月
12
日
投
開
票
）

内
野
優
氏
（
昭
53
法
）
６
選

▽
山
口
県
長
門
市
長
選
挙

（
11
月
19
日
投
開
票
）

江
原
達
也
氏
（
昭
61
経
済
）

２
選

さ
れ
た
。
各
界
で
活
躍
す
る

校
友
や
本
学
の
支
援
者
ら
約

50
人
が
集
結
、
本
学
を
取
り

巻
く
課
題
や
展
望
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
多
額
の
寄

付
金
は
、
会
の
代
表
で
あ
る

桃
野
直
樹
募
金
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
（
昭
42
法
）
か
ら
松
木
健

一
理
事
長
へ
手
渡
さ
れ
た
。


